
夏まつり

＜夏季休業中の活動＞

KUGAYAMA SEIKO GAKUEN ニュース 34 号 レポーター 視覚障害教育部門教諭 鉃谷 知宏

工作教室では、紙皿と割りばしでできたうちわと音
と感触が楽しい楽器を作りました。うちわ作りでは、
紙皿に色ペンやシールで飾り付けを行い、色テープで
紙皿と割りばしを固定して、自分だけのオリジナルう
ちわを作りました。
楽器作りでは、ペットボトルの中にビーズ玉や芳香

剤の玉を入れて作りました。玉がペットボトルの中を
転がる音と感触が独特で、いつまでも遊んでいたくな
る楽器でした。
工作教室の後は、いよいよ夏まつりのゲームをする

時間。夏まつりの衣装を着て、ゲームが準備された夏
まつり会場へ移動します。盆踊りのＢＧＭが流れる中、
ボーリングや氷すくい、たこ焼きビンゴ等、ゲームを
楽しみました。最後はみんなで集合写真を撮り、夏休

７月27日（水）、８月22日（月）に視覚障害教育部門中学部の夏季活動日がありました。

みの思い出づくりをしました。

中学部Ａ・Ｂ組のグループでは、３名の生徒が参加し、「夏まつりをしよう」とい
うテーマのもと、工作教室やゲーム等を楽しみました。


